
  

                                        
                                        静岡大学教職員組合 

不二速報特別号 
「次期学長への手紙」 

 
第１号  

発行日 2009 年 10 月 20 日 

 
静岡大学教職員組合 
http://www.jade.dti.ne.jp/~

suu/ 
 
静岡： 
TEL/FAX: 

 054(236)0173 (直) 
 2790 (内線) 
 
E-mail 

 suu@jade.dti.ne.jp 
 
浜松： 
TEL/FAX: 

 053(475)9035 (直) 
 3910 (内線) 
 
E-mail 

suu-seibu@vcs.wbs.ne.jp 
 
 
 
 
 

 
 

現在、国立大学法人における学長選考は「学長選考会議」が決定するものとさ

れ、静岡大学では一般教職員の意向投票は単なる「参考」とされています。また

その選考過程における学長候補者の政策や人格に触れる機会は、公示される「抱

負」や一回のみの抱負発表会に限定されています。教職員組合が「アンケート」

を通じて、静岡大学が抱える教育研究条件や労働条件等の劣悪化に対する候補者

の考えを質しますが、抽象的な回答になりがちです。そんななかで多くの教職員

は、大学の現状の全体像についての情報が不足し、大学の在り方に対する閉塞感

が広がっているように思われます。「自分たちの思いはどこで表明できるのです

か」という若手教員の声も聞こえてきます。 

 教職員組合は、今春、学長選考会議に学内意向投票を尊重した学長選考を行う

ように要請しましたが、学内の意向投票は選考会議の判断材料の一つでしかな

い、決定権限は選考会議にあるという趣旨の回答があっただけでした。運営費交

付金や人件費の削減のなかで懸命に静岡大学の教育研究の水準を維持し、国民の

負託に応えようと努力している多くの教職員の思いとは乖離した学長選考が行

われるのではという懸念は高まるばかりです。選考会議を中心にした一部の方に

よる学長選考は、例え、その方たちの見識が人一倍優れているとしても、大学全

体の知恵を結集したものにはなりえず、大学の長期的な活力を阻害するのではな

いでしょうか。 

 私の所属する学科でも、スタッフの削減と退職者等の不補充のためカリキュラ

ムの維持が困難となっています。研究費の削減のなかで必要な雑誌の購読も減ら

されるばかりで、外部の研究会等にも自費での参加回数が増えるばかりです。「静

岡大学のビジョン」の美辞麗句とは裏腹に、教育研究の現場では『大学破壊』が

確実に進んでいるのではないでしょうか。この現状を、学長を始め静岡大学の政

策形成を担う方々はどの程度認識されているのでしょうか。 

現行の学長選考制度のもとで、「大学はこうあって欲しい」「この現状を変えて

ほしい」などという教職員の思いを交流する場をつくり、こういう教育研究や事

務の現場の思いを次期学長候補に届けることは、学長選考をより実りあるものに

し、静岡大学の活性化にとっても重要ではないかと考えます。 

そこで「次期学長への手紙」という形で、教職員の静岡大学の現状や将来に対

する思いや提案を託して見ませんか。 

静岡大学教職員組合・「次期学長への手紙」担当 

人文学部 鳥畑与一 
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これは静岡大学で働くすべての教職員を対象としています。「大学はこうあって欲しい」「この

現状を変えてほしい」など、次期学長に伝えたい静岡大学の現状、将来に対する思い、提案など

をお書きください。お寄せいただいたご意見は、すべてそのまま学長適任候補者の皆様にお届け

します。 

字数は特に制限しませんが４００字程度を目安にして下さい。また特定の個人への中傷や誹謗

ではなく、建設的な意見表明をお願いします。 
 

ご記入いただけましたら、このページを切り取って、各支部委員または組合書記局までお送り

ください。メールでの投稿も大歓迎です。その場合は、件名を「次期学長への手紙」としてくだ

さい。〆切は １１月１３日（金）です。 
 

たくさんの投稿をお待ちしています。 

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

ありがとうございました。切り取ってご提出ください。 

  

 

 

第２回団体交渉は 

１１月２４日（火）

浜松で行います。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・この面を外側に２つ折りにしてご提出ください・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 

氏 名 
 

部 局      

職 種 
  

 内 線 
 

E-mail  
※加入後、お問い合わせしたいことがありますので、

内線、Ｅ－ｍail など必ずご記入ください。 

ご意見ご要望などお書きください。 

 

 

 

静岡大学教職員組合書記局宛 

 
 
 
 
この署名は、静岡大学で働くすべての教職員を対象としています。賛同者が多ければ多いほど、こ

の要望書の重みが増しますので、みなさま是非ご協力をお願いいたします。 

署名用紙は不二速報８号（全教職員配布）をご利用ください。組合 HP からもプリントアウトできま

す。第一次〆切は１０月２３日です。 

また、お手元に署名をお持ちの方は、お手数ですがお早めに書記局までお送りください。 

署名にご協力ください 

 「教職員の賃金・労働条件に係る要望書」署名 実施中です 

 

 
 

◇日 程： 2009 年 12 月 26 日（土）夜・出発～ 29 日（火）夜・帰着 

◇スキー場： 赤倉温泉スキー場 

  ◇宿泊先： 燕ハイランドホテル（燕温泉・ブナの森の一軒宿） http://www.2bame.jp/ 

        ※スキー場までは滑っていけます。帰りは雪上車でお出迎え！！ 

  ◇参加費： 大人 35,000 円・小学生 25,000 円（往復バス・2 泊 4食 

・リフト券 2 日分付き）  幼児 5,000 円（往復バスのみ） 

◇申込〆切： 11 月 24 日（火）    ※ 詳細は組合 HP をご覧ください。

冬の恒例「組合スキーと温泉の集い」－今年は妙高高原です－ 
秘境・燕温泉に浸かり、スキーとスノーボードを楽しみませんか！？ 

あなたも組合の仲間に この機会にぜひご加入ください！ 
 ひとりの力は小さいけれど、たくさん集まれば大きなパワーになります 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 

静岡大学教職員組合加入申込書 
 

静岡大学教職員組合執行委員長 殿                    年   月   日 
 
     私は静岡大学教職員組合に加入を申し込みます。 


